
　「ゆるい肩」という言葉には曖昧な印象があります。肩がゆるくても症状がない人もいれ
ば，外傷がないにもかかわらず肩のゆるい状況によって痛みや生活に困る人もいます。本
号の特集は，明らかな外傷がなく生じた「ゆるい肩（非外傷性肩関節不安定症）」を念頭に企
画いたしました。
　非外傷性肩関節不安定症には，病態や診断の基準，分類においていまだに解決されてい
ない多くの問題が存在しています。外傷で発生する不安定症と比べ，原因が形態異常でな
いことが多いため難しい疾患です。私が臨床フェローとして1998年から2年間イギリスの
病院にいた頃のヨーロッパでの体験として，当時この疾患に対しMatson の提唱した
TUBSとAMBRI 分類が治療をも含む画期的分類として研修医や医学生の間にまで周知さ
れた時期でした。医学生のなかでさえも大変好評な分類ではありましたが，そのわずか数
年後の 2003 年には，TUBS と AMBRI 分類の 50％の症例が分類に対応できていないとい
う衝撃的な論文が『JBJS』に報告されました。TUBSとAMBRI分類で対応できていなかっ
たその割合の多さに大変驚いたことを覚えています。兎にも角にもこの疾患は分類・区分
けが難解であると深く感じました。その一方で，日本に帰国後にTUBSとAMBRI 自体が
さほど認識されていなかったことにはさらに驚かされました。この疾患に対する海外とわ
が国における情報や認知の差の違和感を感じた次第でした。この疾患に対する認識の差は
現在も継続しているかもしれません。わが国ではこの20年間においては大きな発展や変化
はなく現在まで経過しているように感じます。しかし，患者は存在し，治療の第一選択は
保存療法であるため，治療の最前線には理学療法士の方々が症例を受け持っています。そ
のため理学療法のなかでは疾患への対応が単に肩関節という局所的な部位から肩甲骨への
対応がいかにあるべきか認識してきた状況があり，胸郭不全という考えに及び，さらにそ
の解決には体幹全体の運動力学的知識が深く必要とされることが経験のなかから獲得さ
れ，専門性が深くなっているように思います。また，腕神経叢の牽引症状や精神的な配慮
など，総合的な組み合わせによる知識の対応が進んできていると感じます。経験から学び
対応している点で，日本の理学療法士は素晴らしいと思います。しかしながら，まだ体系
的な治療が確立されていない状況にあります。
　このことを踏まえ，本特集は現在の世界のスタンダードの概念，診断，神経との関連や
肩のゆるさを伴うスポーツ，治療装具，そして最も症例的に難しいEhlers-Danlos 症候群の
症例経験をお願いしました。保存療法で対応しきれない難しい症例に対する外科治療は，
症例の多い船橋整形外科病院と松戸整形外科病院にご執筆をお願いしました。また，主体
となる治療は理学療法であるため，積極的に取り組まれている愛知医科大学，昭和大学，
松戸整形外科病院にその治療の計画性や実践の場での工夫のポイントをお願いしました。
　20 年ぶりの特集であるため，本号は医師のみならず多くの理学療法士の読者に，将来に
わたり長く参考にされる良い特集号になればと心から願っています。
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